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宮崎県屋外型トレーニングセンターの 

指定管理候補者の選定について 

宮崎県観光推進課スポーツランド推進室  
 
１ 施設の概要 

施設の名称 宮崎県屋外型トレーニングセンター 

所在地 宮崎市山崎町浜山４１５番８７ 

設置年月日 令和５年４月１日予定 供用開始年月日 令和５年４月１日予定 

設置目的 

 県の重点施策である「スポーツランドみやざき」の更なる推進に向け、ラ

グビー、サッカー、陸上競技等の国内外のトップアスリート等の合宿拠点と

するとともに、県内アスリートの競技力向上や、キャンプ誘致による観光の

振興・経済の活性化を目的とする。 

施設概要 
敷地面積 61,541.43 ㎡ 

延床面積 3742.58 ㎡（建築面積 3462.04 ㎡） 

主な施設・設備 

○サッカー・ラグビー場 

天然芝、照明、防球ネット、AI カメラ等 

○多目的グラウンド 

ハイブリッド芝、照明、400m トラック等 

○屋内練習場 

人工芝、照明、防球ネット等 

○クラブハウス 

ジムエリア、ミーティングルーム、ロッカールーム、シャワールーム、 

アイスバスエリア、トイレ等 

○その他 

クロスカントリーコース、観覧者用トイレ、管理棟、メンテナンス車輌庫、

用具倉庫、駐車場等 

 

２ 指定管理者公募の概要 

募集期間 令和４年７月７日～令和４年９月８日 

指定管理者が行う 

業務の概要 

・施設の利用に関する業務 

・施設の維持及び保全に関する業務 

・その他管理運営に必要な業務（関係機関等との連絡調整、広報など） 

施設の管理運営の 

基本方針 

・関係法令、条例、規制等の規定を遵守し、適正な管理運営を行うこと。 

・利用者に対して、適切なサービスの提供を行うこと。 

・施設及び物品等の維持管理を適切に行うこと。 

・個人情報を適切に取り扱うこと。 

・その他、宮崎県の観光振興やスポーツ振興に資する運営等を行うこと。 

指定管理者の 

選定基準 

・住民の平等な利用が確保されること。 

・事業計画書の内容が、施設の効用を最大限に発揮するものであること。 

・事業計画書の内容が、管理運営に係る経費の縮減を図るものであること。 

・事業計画書の内容を確実に実施するために必要な経理的基礎及び管理に関

する能力を有するものであること。 

・施設の管理運営に当たり、環境保全への対応や地域への貢献が図られてい

ること。 
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指定期間 令和５年４月１日～令和８年３月３１日（３年間） 

指定管理料基準 

価格（上限額） 
年額５２，９１６千円（３年間で１５８，７４８千円） 

 

３ 審査方法等 

審査の流れ 

（書類審査） 

・提出された申請書等について、県が募集要領に示した資格要件の適否を

審査する。 

（指定管理候補者選定委員会による審査） 

・外部委員のみで構成する指定管理候補者選定委員会を開催する。選定委

員会では、書類審査を通過した応募者を対象に、各応募者のプレゼンテ

ーション及びヒアリングを行い、審査を実施する。 

（指定管理候補者選定会議による確認） 

・県の施設所管部局等で構成する指定管理候補者選定会議を開催する。選

定会議では、指定管理候補者選定委員会の審査結果を、施設所管課にお

いて選定基準等に基づき評価した結果と照らし合わせ、確認を行う。 

※指定管理候補者選定会議の確認後、県が指定管理候補者を選定する。 

指定管理候補者 

選定委員会 

委員 

委員長 三輪 佳見（宮崎大学大学院教育学研究科教授） 

委員 

中森 康弘（日本オリンピック委員会強化部ＮＴＣ専任部長） 

廣田 彰 （宮崎県スポーツ協会副会長） 

松山 茂 （宮崎県商工会議所連合会事務局長） 

髙妻 和寛（公認会計士） 
 

指定管理候補者 

選定会議 

委員 

議長 商工観光労働部長 

副議長 観光経済交流局長 

委員 

商工政策課長 

観光推進課長 

観光推進課スポーツランド推進室長 

人事課行政改革推進室長（代理出席：人事課課長補佐） 
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審査項目・配点 

選定基準 審 査 項 目 
配

点 

①住民の

平等な利

用の確保

等 

施設運営に関する基本方針 

10 県が示した管理の基準に対する理解及び対応 

住民の平等な利用の確保に関する提案 

②施設の

効用を最

大限に発

揮する事

業計画 

利用者サービスの向上及び利用者増への取組に対する提案 

25 

使用者満足度把握や苦情・要望対応、運営改善への反映 

施設の設置目的の理解と課題の認識 

指定管理者の業務に対する意欲 

施設等の維持管理の適格性 

プロスポーツ・トップアスリートのキャンプ等の受入についての提案 

③経費の

縮減等 

指定期間内に県が支払う指定管理料の提案額 

10 業務遂行のための適切な経費の積算 

管理業務の効率化と経費の縮減に関する考え方・提案 

④事業計

画を着実

に実施す

るための

管理運営

能力 

必要な体制の確保（適正な組織、人員配置、責任体制） 

35 

職員の能力育成（研修体制） 

継続的に安定した運営が可能な財政的基盤（経営状況） 

過去の類似事業の実績、評価 

事業計画及び収支計画の具体性、適格性、実現可能性 

競技団体や関係機関との連携の確保 

個人情報保護への対応、情報公開への対応 

事故・災害等への対応（安全管理、危機管理体制の確立） 

⑤地域へ

の貢献等 

地域資源を活用した運営及び地域経済・観光に資する運営 

20 

地域の住民や県内のスポーツ団体、福祉団体などの関係団体等との連携・

交流 

障がい者や更生者の就労支援への対応 

環境保全への取組 

合  計 100 
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４ 審査結果等 

申請者（応募者） 
 シーホース宮崎 

（(株)馬原造園建設、フェニックスリゾート(株)、(株)ＭＲＴアド） 

審査結果 

・書類審査を行った結果、申請者は資格要件を満たしていると認めら

れた。 

・指定管理候補者選定委員会を令和４年９月２２日に開催し、書類審

査を通過した者のプレゼンテーション及びヒアリングを実施し、審

査を行った。 

審査結果は次のとおりであり、最低基準点（委員合計５００点満

点の６割（３００点）以上）を満たしている。 

シーホース宮崎：３９４点 

・指定管理候補者選定会議を令和４年１０月６日に開催し、選定委員

会の審査結果を、施設所管課において選定基準等に基づき評価した

結果と照らし合わせ、確認を行った。 

 

選定会議の確認結果は次のとおりであり、最低基準点（１００点

満点の６割（６０点）以上）を満たしている。 

シーホース宮崎：７１点 

選定 

結果 

指定管理 

候補者 
 シーホース宮崎 

選定理由 

 

・選定委員会の審査及び選定会議の確認の結果、最低基準点を満たす

得点を得たこと。 

・プロスポーツキャンプの受入実績等を踏まえた事業計画や県や宮崎

市の他施設での指定管理者としての実績等から判断して、施設の管

理運営を適正かつ着実に実施する能力を有していると認められるこ

と。 

・限られた予算の中で、自主事業の取組を提示しており、今後も効果

的な事業の展開が期待できること。 

など 

 


